
シニア食育講座のご案内 
（健康寿命と食品の機能性を考える） 

 
主催：公益財団法人すこやか食生活協会 
後援：公益社団法人日本フードスペシャリスト協会 

 
   食は社会の縮図であり、個人の取組だけで解決できるものでもありません。シニア本

人と家族のみならず地域社会、食に係わる企業・団体など、共同して環境を改善してい

くにはどうすればよいのでしょうか。 
   シニア世代を対象とした多面的な食に関する知識・手法を、各分野の専門家がそれぞ

れの課題についてわかりやすく紹介する市民講座です。 
      今回は、健康寿命と食品の機能性をテーマとして開催します。 
 
     １．日時 

   第１回：平成２５年１０月３０日（水）１３：３０～１６：４５ 
   第２回：平成２５年１２月 ４日（水）１３：３０～１６：４５ 
    (注)１３時から開場します。 
 

２．開催場所 

南青山会館本館 3・4号会議室 
東京都港区南青山５－７－１０ 

東京メトロ表参道駅（銀座線・千代田線・半蔵門線）から徒歩５分 

    
     ３．参加募集人数 

      各講座８０名を募集します。 

定員に達した場合には、締め切らせていただくことがあります。 

なお、受講票などは発行いたしませんが、定員を上回るお申し込みがあっ 

た場合、ご連絡させていただくことがあります。 

お申し込みは、参加申込書にご記入の上、すこやか食生活協会までＦＡＸ 

してください。 

      
     ４．参加費  無料 

      
     ５．連絡先  公益財団法人すこやか食生活協会 

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町 2-6-13 
TEL:03-5641-5311   FAX：03-5641-5312 



 講  師  と  演  題  (仮題) 

第１回 
 
 

１．シニア世代の生きる意欲と健康寿命 

 講演：星 旦二 首都大学東京大学院都市環境科学研究科教授 

  健康長寿は、本人や家族の生活の豊かさだけでなく国の医療制度や社会保障

の観点からも大きな意味を持っている。身体的・社会的・精神的要因のいずれ

もが健康維持に重要であり、生きがいを持つことと健康寿命とは大きく関連し

ている。 

２．高齢者の低栄養リスクの背景とその対応 

講演：高田 和子 国立健康・栄養研究所栄養ケア・マネジメント研究室長 

 健康寿命を伸ばすには、生活習慣病の予防だけでなく、身体機能や生活機能

の低下にあわせた食生活の注意が必要である。高齢期には、どのような身体機

能の変化がおきるのか、また、それにあわせて食生活をどのようにしていけば

よいかについて紹介する。 
第２回 １．農産物・食品の機能性研究の現状と今後の方向 

講演：石川 祐子 (独)農研機構食品総合研究所機能性成分解析ユニット長 
農産物には、生活習慣病をはじめとする酸化ストレスに由来する様々な疾患

やアレルギーの予防等に役立つ成分が含まれている。そこで、特に抗酸化能評

価法の開発とその利用、抗アレルギー活性評価など、農産物・食品の機能性研

究の現状について紹介する。 
２．微生物を利用した機能性食品の開発 
 講演：森永 康 日本大学生物資源科学部食品生命学科教授 

特定保健用食品をはじめとする機能性食品や機能性素材の製造における微

生物利用の現状を概観することに加えて、具体的な開発事例についての体験を

紹介し、開発における留意点などについてお話するとともに、将来の可能性に

ついて考えてみる。 
＊演題は、変更になる場合がございます。ご了承ください。 

 
 

「シニア食育講座」参加申込書 

FAX:03-5641-5312 (すこやか食生活協会) 

第１回 第２回 氏 名 所 属 等 連絡先(電話等) 
     

     

     

参加される講座に○印を記入ください。 


